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島原警察署協議会第４回会議議事概要

日 時 自 13時30分

令和５年10月27日 金曜日 晴天

至 14時50分

場 所 島原市立森岳公民館101号会議室

１ 協議会

永代会長 片山委員 隈部委員 中村委員 橋本委員

松﨑委員 吉川委員

出 席 者 ２ 警察署

久田署長 銭坪警務課長 開生活安全課長 松尾交通課長

松浦警備課長

３ 書 記

警務係長

１ 警察職員の行為に係る懲戒処分について

署長から

盗撮等事案

について説明があった。

２ 前回会議での協議会の提出意見に対する進捗状況について

署長から、前回会議の提出意見である「各種イベント開催時にお

ける適切な雑踏警備の実施 「高齢者の交通事故抑止対策の推進」」、

に対する進捗状況について次のとおり説明があった。

(1) 「各種イベント開催時における適切な雑踏警備の実施」について

ア 精霊流し雑踏警備

８月15日、島原市内各地区において精霊流しが開催され、署

会議の状況 長を本部長とする署員33人体制で雑踏警備を実施し、事件事故

等もなく終了した。

イ 島原温泉ガマダス花火大会雑踏警備

、 「 」９月３日夜 島原外港において 島原温泉ガマダス花火大会

が開催され、当日、署長以下40人の体制で雑踏警備を実施し、

大きな事件事故なく終了した。

(2) 「高齢者の交通事故抑止対策」の推進について

ア 会合等における交通安全講話

７月から９月までの間、管内で高齢者が参加する高齢者学級

等に警察官が出向き、交通事故の被害に遭わない、起こさない

ための講習を実施した。

イ 交通安全事故頻回高齢者宅訪問

過去２か月の間に、自損事故を含め、全ての交通事故を起こ

した75歳以上の高齢ドライバーの自宅を訪問し、交通事故の発

生状況等を説明するなど、今後、同じような事故を起こさない

よう意識付けを行い、身体機能の衰えを感じている高齢者に対

しては運転免許証の自主返納を考える取組を実施した。

３ 令和５年７月から９月までの業務重点推進結果



担当課長からそれぞれ次のとおり説明があった。

(1) 警察官募集活動の推進

ア メディアを活用した広報活動の実施

イ 高校等に対する受験勧奨活動の実施

(2) 安全で安心して暮らせる犯罪の起きにくい社会づくりの推進

ア 犯罪の認知状況（令和５年９月末現在）

イ ニセ電話詐欺被害防止

(ｱ) 高齢者に対する自動通話録（警告）機（撃退機）の設置

(ｲ) 各種広報（講話、掲示、防犯グッズ）活動の実施

(ｳ) その他

会議の状況 (3) 夏休み前後における少年非行、犯罪被害防止

ア 少年非行の現状（犯罪少年、触法少年）

イ 学校、保育園等における防犯講話等

ウ 夏祭りにおいての街頭補導

エ 関係機関との情報交換

(4) 窃盗犯検挙活動の推進

(5) 薬物関連事案の捜査強化

(6) 高齢者の交通事故対策と飲酒運転の取締りの推進

ア 令和５年７月から９月までの交通事故発生状況（暫定値）

イ 高齢者の交通事故対策

(ｱ) 会合等における交通安全講話

(ｲ) 交通事故頻回高齢者宅訪問

(7) 飲酒運転等の取締りの推進

ア 飲酒運転の取締り

イ その他の交通取締り

ウ 安全運動期間中における広報啓発活動

エ 地元ケーブルテレビ、ＦＭラジオによる広報

(8) 各種災害に備えた災害警備対策の推進

４ 令和５年10月から12月までの業務重点推進計画について

担当課長からそれぞれ次のとおり説明があった。

(1) 魅力ある警察の情報発信

(2) 安全で安心して暮らせる犯罪の起きにくい社会づくりの推進

ア 年末における各種犯罪防止対策の推進

イ 狩猟期における猟銃使用事件・事故防止対策の推進

(3) 街頭犯罪の捜査強化

(4) 各種詐欺事件の捜査推進

(5) 薄暮・夜間における交通事故抑止と飲酒運転根絶

(6) 関係機関との各種災害警備対応の連携

各委員からの提出意見について事務局から次のとおり報告があり、

会長による委員への確認の結果、全会一致で了承された。

提 出 意 見 ○ 年末期における街頭活動の強化

年末期は人の動きが多くなり、それに伴って各種犯罪が増加する

可能性が高く、これを抑止するため年末期における街頭活動を強化

してもらいたい。


